
プロジェクトの概要

本拠点は、世界規模でのワンヘルスの実現（ワンワール
ド・ワンヘルス）を目指し、「心・体・自然環境の持続可能
な健康増進」をビジョンとする。「健康な心」、「健康な体」
及び「健康な環境」の３つのテーマについて、相互の関
係性に着眼し、これら全てを20年後も持続的に守り、各
々の更なる増進を図るべく、グローバルで多様なパート
ナーシップの下、「バイオコンバージェンス」を基軸とした
先端科学・学際的アプローチによる課題解決や価値創
出の新たな方策（ディープテック・ソリューション）の提示
を通じて、人類や国際社会の幸福を最大化する。OIST
固有の強みである「先端性・学際性・国際性」を最大限
に活かすことで拠点ビジョンを実現する。

拠点名称：心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会を実現するグローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点
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拠点ビジョン： “ O n e  W o r l d   O n e  H e a l t h ”
「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会実現

◆WHOが提唱する「ワンヘルス・イニシアティブ」を踏まえ、世界的課題である「健康長寿」や「自然環境問題」等に対して
「バイオコンバージェンス※」を基軸とした先端・学際的アプローチにより、革新的ソリューション開発、社会実装を推進
※スタートアップ⼤国イスラエルが国家戦略に掲げる学際総合型の研究開発アプローチであり、バイオテクノロジーと情報技術、ナノテクノロジー、先端素材等
の技術との融合により、健康・農業・環境・エネルギー等社会の幅広い分野の課題解決を図るもの 

◆OISTの「先端性・学際性・国際性」と沖縄の「地理的優位性・潜在力」を活かし、ベンチャーキャピタルや海外機関等も
参画した多様なパートナーシップを基盤に、「産学官金共創型グローバルプラットフォーム」を形成

◆内閣府「「強い沖縄経済」の実現に向けた西銘大臣ビジョン」をはじめ、沖縄県「新・沖縄21世紀ビジョン基本計画」や
恩納村「第２期ＳＤＧｓ未来都市計画」が掲げる関係施策について、本拠点が中核・牽引役となり実行

３ つ の タ ー ゲ ッ ト

３．健康な環境
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１．健康な心
（Healthy Mind）

２．健康な体
（Healthy Body）
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「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能方社会を実現するグローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点
学校法人沖縄科学技術大学院大学学園（OIST）

研究開発課題４ 「スタートアップ・アクセラレーター」による事業化プラットフォームの開発
中間目標15                 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発（体制基盤整備）(2026年)
ＰＯＣ達成目標9 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発に関する概念実証 (2027年)
最終目標4 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発（新規創出拡充・投資拡充・海外展開） (2031年)

■研究開発課題

研究開発課題２ 「健康な個人」のための心身の統合的な健康の育成と生涯にわたるウェルビーイングの実現

中間目標6       新規細胞老化マーカーの同定 (2026年) 

中間目標7       特定のバイオマーカーを捕捉するための生体認識要素の開発 (2026年)
中間目標8       全自動マルチオミックス解析プラットフォームの開発 (2026年)
中間目標9     筋萎縮性側索硬化症（ALS）の早期診断のための信頼性の高いバイオマーカーの同定 (2026年)
中間目標10     ヒトiPS細胞からの神経細胞分化法の開発 (2026年)

ＰＯＣ達成目標3     フィードバックループに基づいた介入法の開発による精神的ストレスの軽減 (2028年)
ＰＯＣ達成目標4     抗老化化合物の同定 (2028年)
ＰＯＣ達成目標5     費用対効果の高い診断技術とデータ駆動型AIの推進による個別化医療の実現 (2028年)
ＰＯＣ達成目標6     神経変性疾患の早期発見と革新的治療による克服 (2030年)
最終目標1                情報に基づいた意思決定と的を絞った介入による社会的ストレスの軽減 (2031年)
最終目標2                健康な高齢化に向けた戦略の推進 (2031年)

研究開発課題３ 「健康な環境」の維持・増進のための環境モニタリング研究開発
中間目標11 サンゴ礁の健康をモニタリングするためのeDNA技術の開発(2025年)
中間目標12 海洋生物の多様性をモニタリングするためのeDNA技術の開発 (2025年)
中間目標13 土壌微生物叢と植物代謝の関連性、および草食動物と人間の健康への影響 (2029年)
中間目標14 海洋プランクトン識別用ソフトウェアの最適化 (2026年)

ＰＯＣ達成目標7 生物多様性のモニタリングと保全のためのモデル開発 (2028年)
ＰＯＣ達成目標8 日本・世界の海洋プランクトン多様性データベース構築 (2029年)
最終目標2 健康な高齢化に向けた戦略の推進 (2031年)
最終目標3 生物多様性モニタリングの拡大によるタイムリーな介入の実現と
                                    生態系レジリエンスの強化 (2031年)

研究開発課題1   「健康な社会」のための包括的でレジリエントなシステムの推進と集団のウェルビーイングの強化
中間目標1 健康上のショックが社会経済的不平等に与える影響のモニタリング (2026年)
中間目標2 社会経済環境の動態のモデル化による漁業管理 (2026年)
中間目標3 漁業コミュニティにおける気候変動認識の調査 (2026年)
中間目標4 ADHDの支援のための家庭環境と学校環境における介入方法の設計 (2026年)
中間目標5 自然の音が精神的ウェルビーイングに与える影響の調査 (2026年)

POC達成目標1         社会的・経済的・健康的要因をウェルビーイングモデルへ統合 (2028年)
POC達成目標2         地域コミュニティとの連携強化による弱い立場の人々への支援 (2028年)
POC達成目標3         フィードバックループに基づいた介入法の開発による精神的ストレスの軽減(2028年)
最終目標1                情報に基づいた意思決定と的を絞った介入による社会的ストレスの軽減 (2031年)
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研究開発課題1 「健康な社会」のための包括的でレジリエントなシステムの推進と集団のウェルビーイングの強化 年度
中間目標1 健康上のショックが社会経済的不平等に与える影響のモニタリング 2026年
中間目標2 社会経済環境の動態のモデル化による漁業管理 2026年
中間目標3 漁業コミュニティにおける気候変動認識の調査 2026年
中間目標4 ADHDの支援のための家庭環境と学校環境における介入方法の設計 2026年
中間目標5 自然の音が精神的ウェルビーイングに与える影響の調査 2026年
POC達成目標1 社会的・経済的・健康的要因をウェルビーイングモデルへ統合 2028年
POC達成目標2 地域コミュニティとの連携強化による弱い立場の人々への支援 2028年
POC達成目標3 フィードバックループに基づいた介入法の開発による精神的ストレスの軽減 2028年
最終目標1 情報に基づいた意思決定と的を絞った介入による社会的ストレスの軽減 2031年
研究開発課題２ 「健康な個人」のための心身の統合的な健康の育成と生涯にわたるウェルビーイングの実現 年度
中間目標6 新規細胞老化マーカーの同定 2026年
中間目標7 特定のバイオマーカーを捕捉するための生体認識要素の開発 2026年
中間目標8 全自動マルチオミックス解析プラットフォームの開発 2026年
中間目標9 筋萎縮性側索硬化症（ALS）の早期診断のための信頼性の高いバイオマーカーの同定 2026年
中間目標10 ヒトiPS細胞からの神経細胞分化法の開発 2026年
ＰＯＣ達成目標3 フィードバックループに基づいた介入法の開発による精神的ストレスの軽減 2028年
ＰＯＣ達成目標4 抗老化化合物の同定 2028年
ＰＯＣ達成目標5 費用対効果の高い診断技術とデータ駆動型AIの推進による個別化医療の実現 2028年
ＰＯＣ達成目標6 神経変性疾患の早期発見と革新的治療による克服 2030年
最終目標1 情報に基づいた意思決定と的を絞った介入による社会的ストレスの軽減 2031年
最終目標2 健康な高齢化に向けた戦略の推進 2031年
研究開発課題３ 「健康な環境」の維持・増進のための環境モニタリング研究開発 年度
中間目標11 サンゴ礁の健康をモニタリングするためのeDNA技術の開発 2025年
中間目標12 海洋生物の多様性をモニタリングするためのeDNA技術の開発 2025年
中間目標13 土壌微生物叢と植物代謝の関連性、および草食動物と人間の健康への影響 2029年
中間目標14 海洋プランクトン識別用ソフトウェアの最適化 2026年
ＰＯＣ達成目標7 生物多様性のモニタリングと保全のためのモデル開発 2028年
ＰＯＣ達成目標8 日本・世界の海洋プランクトン多様性データベース構築 2029年
最終目標2 健康な高齢化に向けた戦略の推進 2031年
最終目標3 生物多様性モニタリングの拡⼤によるタイムリーな介入の実現と生態系レジリエンスの強化 2031年
研究開発課題４ 「スタートアップ・アクセラレーター」による事業化プラットフォームの開発 年度
中間目標15 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発（体制基盤整備） 2026年
ＰＯＣ達成目標9 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発に関する概念実証 2027年
最終目標4 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発（新規創出拡充・投資拡充・海外展開） 2031年

拠点名称：「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能方社会を実現するグローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点
代表機関：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園 プロジェクトリーダー：北野 宏明 (アジャンクト教授)
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2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

研究開発課題１：

「健康な社会」の
ための包括的でレ
ジリエントなシス
テムの推進と集団
のウェルビーイン
グの強化

「AI・複雑系アプローチ」による
データ統合・モデリング・解析・
予測エンジンの開発

ADHDの研究成果を臨床実践
へつなぐ

OISTソニックラボ：サウンド
スケープを通して沖縄の自
然・文化遺産を探る

研究開発課題２：

「健康な個人」の
ための心身の統合
的な健康の育成と
生涯にわたるウェ
ルビーイングの実
現

ALSのバイオマーカーに基づ
く診断ツールの開発

「細胞の老化」を防止する仕
組みの解明・サプリメントの
開発

小型ラボオンチップデバイス
による精密診断と環境モニタ
リング

マルチオミクスとマイクロバ
イオームデータを用いた「多
国籍間ディープフェのタイピ
ング」

研究開発課題３：

「健康な環境」の
維持・増進のため
の環境モニタリン
グ

土壌から植物へ、そして草食
動物へ：健康の隠れた流れを
探る

「ゲノミクス解析・海洋モニ
タリング」を通じた環境資源
の保存・活用

研究開発課題４：
「スタートアッ
プ・アクセラレー
ター」による事業
化プラットフォー
ムの開発

「海外投資家・起業家招聘促
進」等を通じたハイブリッド
なスタートアップ創出モデル
開発

「ビジネススクールとの連
携」による国際起業家育成・
支援プログラム開発

R&D Streams
健康上のショックが社会経済的不平等に与
える影響のモデリング

社会経済環境の動態のモデル化による漁業管理

漁業コミュニティにおける気候変動認識の
調査

ADHDの支援のための家庭環境と学校環境における
介入方法の設計

自然の音が精神的ウェルビーイングに与え
る影響の調査

ヒトiPS細胞からの神経細胞分化法の開発

新規細胞老化マーカーの同定

特定のバイオマーカーを捕捉するための生体認識要素の開発

筋萎縮性側索硬化症（ALS）の早期診断のた
めの信頼性の高いバイオマーカーの同定

全自動マルチオミックス解析プラットフォームの開発

土壌微生物叢と植物代謝の関連性、および草食動物と人間の健康への影響

サンゴ礁の健康をモニタリングするためのeDNA技術の開発

海洋生物の多様性をモニタリングするためのeDNA技術の開発

社会的・経済的・健康的要因を
ウェルビーイングモデルへ統合

地域コミュニティとの連携強化
による、弱い立場の人々への支
援

情報に基づいた意思決定と的を絞った
介入による社会的ストレスの軽減

フィードバックループに基づい
た介入法の開発による精神的ス
トレスの軽減

神経変性疾患の早期発見と革新的治療による克服

抗老化化合物の同定

健康な高齢化に
向けた戦略の推
進

費用対効果の高い診断技術と
データ駆動型AIの推進による個
別化医療の実現

ヒトおよび土
壌の適応シス
テムの統合に
よる健康支援
栄養の推進

生物多様性のモニタリングと保全のためのモ
デル開発

生物多様性モニタリングの拡大による
タイムリーな介入の実現と生態系レジ
リエンスの強化
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探索フェーズ コンバージェンスフェーズ 実装フェーズ統合フェーズ

海洋プランクトン識別用
ソフトウェアの最適化

日本・世界の海洋プランクトン多様性データベース
構築

Target

バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出
システム開発（中間目標18：体制基盤整備、POC9：概念実証）

バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創
出システム開発（新規創出拡充・投資拡充・海外展開）
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拠点名称：「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能方社会を実現するグローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点
代表機関：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園 プロジェクトリーダー：北野 宏明 (アジャンクト教授)

共創の場形成支援プログラム 拠点ロードマップ［公開版］ 共創分野・第2領域 沖縄科学技術⼤学院⼤学学園（北野PL） 3/3


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

